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●11/17 特別活動「真田丸ウォーキング」のご案内 

●「大阪青年１０月号」 

●「大阪 YMCA大会 2016」のご案内 

●「2016台湾スタディツアー」の募集案内 

●「大阪南ＹＭＣＡファミリーカーニバル」（第２報）のご案内 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
    

ＹＭＣＡ学院高等学校 

TEL 06(6779)5690  FAX 06(6779)1831   http://www.ymcagakuin.ac.jp 

「学校通信」はバックナンバーを含め、本校のホームページで閲覧
えつらん

できます。 

「教員ブログ（Facebook）」も更新中です。本校のホームページにてご覧ください。 

 

●後期のレポート提出最終締切日は、2017年１月６日（金）17 時です。 

（郵送は当日消印有効） 

 

 

http://www.ymcagakuin.ac.jp/


 

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

「行動すること、寄り添うこと」 

 

   先日、世界的ピアニストで作曲家の松永貴志さんのマネジャーが学校にご挨拶にいらっ 

しゃいました。ご存知の方もおられるかと思いますが、松永さんは、YMCA 学院高校の 

卒業生で、みなさんの先輩です。当時、松永さんは、演奏活動と高校での学びを両立させる 

ため、全日制の高校ではなく通信制の高校を選ばれました。両立には、幾つもの困難も 

あったかと思いますが、無事に卒業の時を迎えられました。卒業後、何度か当校でも演奏と 

講演会をいただきました。 

現在、松永さんは、世界を飛び回りながら、演奏活動と作曲活動を続けられています。 

 そのような中でも東日本大震災が発生した際、すぐに駆けつけて救援ボランティアをされ 

ました。先日の熊本地震においても、同様だったそうです。 

「自分には、何ができるのか？」「どうすればいいのか？」きっとみなさんも考えられると 

思います。松永さんも同様に考えられ、すぐに行動されました。まずは、困っている人 

たちの横で寄り添うことを優先されたのです。 

これは、まさにイエスキリストの生き方と同じです。 

「YMCA に出会えて本当に良かった。」とマネージャーもおっしゃてくださいました。 

  さて、涼しい秋の風と共に、都会の街中にもアキアカネが飛ぶようになりました。 

いよいよ後期スクーリングのスタートです。どうぞこの機会にみなさんもボランティア 

活動を一緒にしてみませんか？まずは、どのようなところからでも結構です。気づいた 

ことから行動してみましょう！そして、寄り添いあいましょう！YMCA には、たくさんの 

チャンスがありますよ。 

（副校長・事務長 藤岡宏樹） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今月のメッセージ 
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今月のトピック 
 

 

【アートコースご案内】 

 
対  象：芸術系大学・建築関係・漫画関係・歯科技工士専門学校への進学 を目指す人 

実施日：木曜 １６：００～１７：３０ （１１月１０日～２月末 １２月は不定期 概ね１０回以上） 

内  容：デッサン・色彩構成・構想表現・芸大等に進学が決まった人の課題作成 

場  所：大阪ＹＭＣＡ国際専門学校（大阪市西区土佐堀１-５-６） 

費  用：３万円 

＊すでに表現・コミュニケーション学科生が学んでいます。 

＊個人によって課題が違います。 

＊希望者は松本まで。いつからでも入れますが、費用は同じです。 

＊単位には関係ありません。 

 

【2016台湾スタディツアー開催！】 

 実施期間：２０１６年１２月１９日（月）～２３日（金）（詳細は、同封案内参照） 
 説 明 会：１１月２日（水） １６:１５-１７:００ （教室は当日掲示） 

 

【大阪ＹＭＣＡ大会】 
ＹＭＣＡに連なる誰でも参加できる大会です。日常のＹＭＣＡ活動を振り返りながら、世界が目指すべき 

目標について考え、今からできる課題解決方法を共に見出します。(詳細は、同封の案内参照) 

 

日時：２０１６年１１月２３日（水・祝） 

場所：大阪ＹＭＣＡ会館（土佐堀） 

●Ｙアクターフォーラム ~ＹＭＣＡを再発見~ １０:００～１２:００ ９階 

     1部 「２０３０ SDGs(Sustainable Development Goals:持続可能な開発目標)」 

     2部 「YMCAの使命と世界」 

●Ｙアクショングループ代表者会議 １２:００～１３:２０ ３階 

●Ｙボランティアの集い １３:３０～１５:３０ ２階ホール  
 

【2016年度前期卒業礼拝】 
９月２３日（金）に前期卒業礼拝が行われ、14名の卒業生が次のステップへと階段を昇っていきました。 

式の中で卒業生代表の村上健二さんが話してくれた言葉の要約です。教職員はもちろんのこと、参加した 

すべての人が胸を熱くした瞬間でした。 

  
  

思い返せば５年前、中学卒業後すぐに就職した私は２１才で高校生となりました。先生方がとても 

フレンドリーに接し学習も解り易く教えてくださり、長い間学校から離れていた私でも苦痛はありませんでした。 

みんなで楽しくバスケットやバレーボールをした体育、特別活動で行った箕面の滝やボランティア活動、 

スポーツ大会も非常に楽しい思い出となりました。 

しかし、卒業の道のりは平坦ではありませんでした。途中で体調が悪くなり何度か休学しました。 

それでも退学せずに来られたのはＹＭＣＡ学院高等学校だからだと思います。 

 「五感で自然を感じよう」で堺自然ふれあいの森へ行った野外学習は、私の学生生活の中でも最高の思い出 

となりました。この講座の受講生達ととても仲良くなり、遠足のように楽しく感じた時、一人の生徒が「めっちゃ 

楽しいです。今まで中学生の時とかあまり学校に行けてなかったけど、こんなに楽しい授業初めてです」と 

満面の笑みを浮かべている姿を見て、とても嬉しくなりました。 

生徒にはそれぞれの事情があり、年齢も在学期間も違う中で、本日卒業を迎えられたのは、先生方や 

いつも側で支えてくれた家族がいたから今があります。私の場合、しんどく辛い時期が多くありましたが、 

家族や仲間などのお陰で、今人生の中で一番楽しく幸せな日々を送っています。そしていつか、人を支え 

られるような人物になれる様精進して参ります。 

（２０１６年 ９月２３日 卒業生代表 村上 健） 
 

 

～卒業の言葉～ 
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☆特別活動２時間認定☆ 
 

アジア学院大阪研修 基調講演 

誰も見捨てられない社会をつくる」 
 野宿者ネットワーク代表 生田 武志さん 

11月 1２日（土）9：15～11：30  

＠309教室 
 

アジア学院は、栃木県那須塩原市にある農村指導者養成学校です。 

アジア・アフリカを中心とした地域から、虐げられてた人々のために働く 

草の根のリーダーを受け入れ、有機農業の技術やコミュニティ作りの研修を 

しています。１年間の研修を修了した卒業生は、母国に帰り、それぞれの地域 

で公正で平和な社会実現のための実践を続けています。 

    大阪研修では、釜ヶ崎の日雇い労働や貧困の問題を中心として、社会的弱者 

の立場に立って活動されてきた方々の実践から、「ともに生きるリーダーシップ」 

についての学びを深める講演会とフィールドワークを行います。 

    大阪 YMCAはボランティアの方々とともに約４０年間、アジア学院大阪研修 

を支えてきました。今回の基調講演に参加して、アジア・アフリカの学生と 

一緒に、共に生きる社会づくりについて学んでみませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加希望者は、職員室カウンターで申し込んでください 
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日 曜 行事予定など  

 10 月  

10/20 木 アシストルーム開始（毎週、火・木、12/22まで） 

 10/21 金 講座「産業社会と人間」1回目、わいわいカフェ（12：30～15：00） 

10/22 土 保護者とともに進路を考える会（1･2年次生対象） 

 
10/28 金 

レポート・教科書等誤送申し出締切日、進路ガイダンス（全年次生対象）、 

わいわいカフェ（12：30～15：00） 
 11 月  

2 水 2016台湾スタディツアー（12/19～23）説明会 

3 木 （文化の日）大阪南ＹＭＣＡ主催｢ﾌｧﾐﾘｰ･ｶｰﾆﾊﾞﾙ｣（11：00～15：00）＊誰でも参加できます 

5 土 特別活動：校内スポーツ大会 

7 月 〔後期 1回目学習状況報告〕発送予定 

8 火  

9 水  

10 木  

11 金  

12 土

位 

特別活動：基調講演「誰も見捨てられない社会をつくる」 

13 日  

14 月  

15 火 特別活動：合同求人説明会(卒業年次生対象) 

16 水  

17 木 特別活動：真田丸ウォーキング 

18 金 講座「産業社会と人間」共生社会 

 19 土

位 

 

20 日  

 21 月 〔学校通信〕発送 

22 火 特別活動：映画鑑賞会 

23 水 （勤労感謝の日） 

 24 木  

25 金 講座「産業社会と人間」共生社会 

 26 土

位 

 

27 日  

28 月 〔後期２回目学習状況報告〕発送予定 

29 火  

30 水  

 12 月・1月  

12/2 金 講座「産業社会と人間」仕事発見 

 12/3 土 

 

特別活動：クリスマス礼拝、街頭募金 

 12/9 金 

 

特別活動：ホームルーム 

 12/12 月 〔後期３回目学習状況報告〕発送予定 

12/20 

 

火 〔学校通信〕発送予定 

12/22 

０ 

木 後期スクーリング終了                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             

12/23 

 

金 

 

冬期休暇開始(～1/4) 

 

) 
1/6 

 

 

金 後期レポート提出最終締切日（17時まで・当日消印有効） 

スケジュール（10/21～1/7） 
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【レポート集・時間割・教科書等の発送】 

■後期の講座登録にもとづき、10月 12日に生徒別時間割・学習計画表・バーコードシール・返信用封筒 

を送付しています。 

このセットのすべてがそろっているか、自分の登録した講座のレポートに間違いがないか、袋の中に 

レポートが全回分入っているか確かめてください。 

■レポート集と教科書は、教科書販売株式会社より、宅配便で送られます。 

届いた教科書もすべて間違いないか調べてください。 

■発送物に間違いや不足があった場合、学校に連絡してください。学校で交換や不足のものをお渡しします。 

誤送・不足物の申し出期限：10月 28日（金） 

それを過ぎると再発行または再購入として有料になる場合があります。 

■何らかの事情で、レポート集や教科書が届いていない場合も、登録した講座のスクーリングには 

出席してください。 

教科書によっては貸し出しできるものもあります。 

 

【後期のスクーリングについて】  

■スクーリングは、10月 17日（月）より始まっています。  

■スクーリング期間：10月 17日（月）～12月 22日（木） 

■初回のスクーリングが最初の週からではない講座、また「産業社会と人間」などスクーリング日が 

不規則な講座もあります。 

各自の「生徒別時間割」や各講座の「学習計画表」（レポート袋の表紙に印刷してあります）、 

または講座案内で確かめて出席してください。 

(｢生徒別時間割｣にはスクーリングを表示していない講座もありますので、「学習計画表」・「講座別の案内」

でしっかり確認してください) 

 

【スクーリング時の持ち物】  

■スクーリングに必要な持ち物は、各講座の｢学習計画表｣や講座の案内などで確かめてください。 

■「美術Ⅰ」「書道Ⅰ」「ペン習字」などは用具が初回から必要です。購入するなどして準備して 

ください。忘れると、スクーリング出席が認められません。 

詳しいことは、「学習計画表」に書かれていますので確認してください。 

■「体育ａ・ｂ・ｃ・e・ｇ」の初回の授業は、教室での授業ですので運動の用意は要りません。 

（初回の授業にはレポート・教科書を必ず持参してください） 

 

 

 

 

 

 

教務からのお知らせ 
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【レポート提出について】 

■各レポート用紙には、バーコードシールを貼付し（レポートの回数番号に注意し、正確に貼付の 

こと）、提出期限を守ってください。 

バーコードシールを貼り忘れるとレポート返却ができませんので、十分気をつけてください。 

■多くの講座でレポートの提出期限は関連のスクーリング日のほぼ 1週間後としており、各回の期限に 

遅れると評価が下がります。 

■レポート提出最終締切日：2017年 1月６日（金）17時（郵送は当日消印有効） 

■出し遅れや再提出の場合でも、最終締切日まであきらめずに出しましょう。 

○バーコードシールを貼り忘れた場合は、レポートの持ち主が不明となり、返却が困難になります。 

提出前に十分確かめてください。 

  ○レポート提出は、直接学校へ持参する場合は１Fカウンターの提出用ボックスへ入れてください。 

提出時間：9：15～17：00（平日） 

○レポートを学校へ郵送時：郵便の消印日が受付日 

○レポート提出については、再度『2016年度版 学務の手引き』（P.7～10）をよく確認してください。 

 

【スクーリング代替課題とそのバーコードシール】 

■スクーリングの必要回数が多い次の講座（理科・芸術・英語および体育の一部の講座・家庭基礎・ 

家庭総合・宗教）では、「スクーリング代替課題」を用意しています。スクーリング出席数に不足が 

生じた場合に提出し合格すれば、スクーリング出席回数を補充できます。 

■該当講座の「スクーリング代替課題」はクリーム色の用紙に印刷されており、レポートと一緒に 

送付します。 

■スクーリング代替課題の提出をする場合は、課題の内容を確認して取り組んでください。 

■お手元のバーコードシールのうち、「スクーリング代替課題」がある講座のバーコードシールは、 

[●代替課題 1]のように、その●が付いていて、●のない通常レポート用の後に印刷されています。 

貼り間違えないように注意してください。 

■貼り間違えなどでバーコードシールが使えなくなったり、失くした場合は、１Fカウンターで 

再発行を申し込んでください（1シート 100円）。 

 

【「卒業意思確認書」の提出について】 16年度後期卒業予定者対象 

 ■16年度後期に卒業できる見込みがあり、また生徒ご本人に卒業の意思を確認している人には、 

10月下旬に、「卒業意思確認書」をお送りします。 

■提出期限：11月 18日（金）（担任まで提出するか、担任宛に郵送してください） 

■「卒業意思確認書」と一緒に、「卒業要件の確認と現状の報告」を同封します。卒業までに必要な 

要件等について確認してください。 

 

【制作品の持ち帰りのお願い】 

■芸術科や家庭科などで制作した作品で、これまで学校で保管されていたものは、スクーリングなどで 

来校の機会に、家に持ち帰ってください。 

10月末までに引き取りのない場合は、処分いたしますのでご了承ください。 
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【特別活動について】 

■卒業要件：30時間以上の特別活動への参加が必要 

今年度入学生はもちろん、以前からの在校生も、『2016年度版 学務の手引き』（P.14～P.15）の 

特別活動について、もう一度確認してください。 

■前籍校のある人は、在籍期間と修得単位数を勘案
かんあん

し、時間数を認定します。 

■特別活動の参加時間数については、｢学習状況報告｣送付時に個人別にお知らせいたします。  

①11月 5日（土）:「校内スポーツ大会」（3時間の認定）（P.4参照） 

 ②11月 12日（土）：「基調講演」（2時間の認定）（P.5参照） 

 ③11月 17日（木）：「真田丸ウォーキング」（2時間の認定）（同封の案内参照） 

④11月 22日（火）：「映画鑑賞会」（2時間の認定）（校内掲示） 

⑤12月 9日（金）: 「ホームルーム」 

⑥大学・短大・専門学校の「オープンキャンパス」に参加し、参加報告書を提出し、認められれば 

特別活動として認定します。（1校につき 2時間の認定）（｢進路支援からのお知らせ｣P.10参照） 

⑦学校が指定する芸術鑑賞（映画鑑賞[映画館]、展覧会[美術館]、ビデオ鑑賞[自宅]）や博物館を 

見学し、申請書を提出して認められれば特別活動として認定します。 

詳細は、12月・1月・2月号の｢学校通信｣でご案内します。 

 ⑧クリスマス礼拝（1～2時間の認定） 

   

日    時：12月 3日（土）11：00～12：00   

場    所：大阪大道教会(ＪＲ寺田町駅 徒歩５分、本校から徒歩１０分) 

参加方法： ① 礼拝のみの出席〔特別活動 １時間〕 

② 礼拝の準備・運営への参加(受付・聖書朗読・讃美歌の演奏・司会など) 

 〔特別活動２時間〕 

定   員：50名 当日受付はできません（申込順に受付、定員になり次第締め切ります） 

集合時間  ：① 11:00直接教会へ集合 

直接教会に向かうことが不安な人は、10：30に学校へ集合してください。 

② 礼拝の準備に関わる人は、9：30に学校に集合してください。。 

申込方法：事前に１Ｆカウンターで申し込んでください。校内掲示で詳細を確認できます。 

 

 

⑨クリスマス街頭募金（2時間の認定） 

   

日    時：12月 3日（土）午後  

  集合場所：13：15 2Ｆライブラリー 

募金場所：ＪＲ天王寺駅周辺 

申込方法：事前に１Ｆカウンターで申し込んでください。要項をお渡しします。 
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進学について 

 

 

【保護者とともに進路を考える会】 
■詳細につきましてはすでに各ご家庭に郵送しています。 

参加を希望されない方も、アンケートを返信用封筒・ＦＡＸまたはＱＲコードでご返送・ご返信を 

お願いします。 

 
 
◎日 程 ： 10 月 22 日（土） 
◎時 間 ： ○２年次 13:30～15:00（受付開始 13：00～） 

○１年次 14:00～15:30（受付開始 13：30～） 
◎対 象 ： １・２年次保護者（生徒の皆さんの参加も可）   

 

 
 

【指定校推薦依頼校の追加】 

指定校推薦の選考は、随時行っています。希望者は、担任まで申し出るようにしてください。 

指定校推薦出願までの流れは、下記のとおりです。 

   指定校推薦の申込み（1人 1校） ⇒ 保護者同伴面談 ⇒ 校内選考 ⇒ 出願  

 

【調査書・推薦書の発行】｢事務室からのお知らせ｣P.15参照 

■調査書・推薦書が必要な人は、1F カウンターで「証明書発行願」を受け取り、必要事項を記入した 

上で受験予定校の願書・募集要項を持参の上、担任に申し出てください。その際、出願先、受験方式を 

必ず記入してください。 

※保護者名（押印）を忘れないようにしてください。（本人が成人の場合は不要） 

■調査書・推薦書の発行には 1週間かかります。必要な費用を添えて余裕をもって事務室に申し込んで 

ください。推薦書の用紙は願書の中に入っていますので、持参してください。 

 

【推薦条件】（『それぞれの未来へ』P7参照） 

■本校が推薦書を発行する場合の条件： 

・公募制推薦の場合、前期終了時点で 54単位以上修得していること 

・指定校推薦の場合、前期終了時点で 60単位以上修得していることと、 

・「校内生活上のきまり」の「担任注意」を２回以上受けていないこと 

 

【専願での出願】 

■専願で大学・短大・専門学校に出願する場合の条件：合格すると必ず入学すること 

他の大学・短大・専門学校を併願することはできませんので注意してください。指定校推薦や 

多くのＡＯ入試、一部の推薦入試に見られますので、出願の際には十分注意してください。 

 

【大学入試センター試験に出願した皆さんへ】 

■大学入試センター試験に出願した人は、10月 25日（火）までに「確認はがき」が送付されます。 

表記内容に誤りがないか確認してください。 

もし「確認はがき」が届かない、または表記内容に誤りがあった場合、「受験案内」P28～P29を見て 

対応してください。 

■「受験票」等は、12月 14日（水）までに入試センターから送付されます。 

もし「受験票」等が届かない場合、「受験案内」P35を見て対応してください。 

■試験日：2017年の 1月 14日（土）、15日（日）  

 

【オープンキャンパスに参加しよう】 

■進学希望者は、『オープンキャンパス（学校見学会）』に積極的に参加し、自分の目で各学校の 

特色を確認しましょう。特別活動 2時間（上限は 10時間）が認定されます。 
 

進路支援からのお知らせ 
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就職について 

 

すべての皆さんへ 

 
 
 
 
 
 

 

【学校紹介で就職を希望する人へ】（『それぞれの未来へ』P.15 参照） 

■学校紹介での就職選考が 9月より始まっています。高卒求人票を希望する人・これから就職活動 

したいと考えている人は、1階受付でホームルーム担任または進路担当者に声をかけてください。 

■応募書類（履歴書・調査書・紹介状）は学校から郵送します。 

■面接終了後、「就職受験報告書」をホームルーム担任または進路担当者に提出してください。 

■内定すると辞退することができません。応募の際に慎重に考えてください。当然、卒業が確実である 

ことが求められます。 

■最初の応募で決まらなくても、あきらめず粘り強く就職活動を続けてください。12月からは会社が 

認めている場合に複数応募が可能となります。 

 

【縁故紹介や一般求人を見て就職を希望している卒業年次生へ】 

■家族や知り合い等の紹介（縁故紹介）で就職をする場合や一般求人情報を見て応募する場合は、 

各自がそれに応えられるように活動をすすめてください。履歴書（市販のもの）が必要になる場合が 

あります。 

 

【平成 29年 3月高等学校卒業予定者合同求人説明会】  

 

 

 

 

 

 

１,２年次生の皆さんへ 
 

【進路の方向性を定めよう】 
■１年次の生徒の皆さんは高校生活にも慣れ、卒業後の進路を少しずつ考え始める時期となります。 

また、２年次生の皆さんは、卒業後の進路について本格的に考える時期にさしかかります。 

進学か就職か、また進学の場合は大学・短大・専門学校のいずれなのか、就職の場合は学校紹介か、 

自分でさがすのか、公務員試験を受験するのかなど、ある程度の方向を出していくようにしましょう。 

 

 

 
 

【全年次生対象・進路ガイダンス】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○開 催 日 時     : 11 月 15 日（火） 

○対 象 生 徒     : 2017 年 3 月高等学校卒業予定者 

○問い合わせ・申込 : 1F カウンター 

F 

 

○日 時 ： 10 月 28 日（金）15:00～16:00 
○場 所 ： 306 教室 
○内 容 ： デザインワークショップ（特別活動１時間認定） 
       ～大学の授業 ( デザイン基礎など )を体験してみよう～ 
○講 師 ： 奈良芸術短期大学の講師 

※詳細は校内掲示でお知らせします。 
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【わいわいカフェ】 

 飲み物とお菓子を用意して、みなさんをお待ちしています。 

誰かと話したい時、ゆっくりしたい時、気軽にのぞきに来てください。 

  

 

 

 

 

◆保健室  

【健康診断書】 

・入学時に案内した人（新入生・編入生）、現在までに未提出・未受検の連絡をした人（転入生含む）は、

出来るだけ早急に医療機関で健康診断を受けて提出してください。 

※「健康診断書」の用紙が必要な方は、保健室までご連絡ください。 

 

◆カウンセリングスペース  
 

＊開室時間と担当者 

 

月曜日：川口彰範さん １３：３０ ～ １６：３０ 

水曜日：西村博子さん １３：３０ ～ １６：３０ 

金曜日：道嶋公子さん １３：３０ ～ １６：３０ 

 

 

※後期の開室： ①１０月１７日（月）～１２月２1日（水） 月・水・金 

②単位認定テスト（筆記式）期間中２月８日（水）、１３日（月） 

※保護者の方もご利用できます。お問い合わせ、ご予約は担当（川口・後藤）にご連絡ください。 

 

◆Ｙラーニング学習会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒支援・学習支援からのお知らせ 

日 時…10 月 21 日・28 日（金）12：30～15：00 

場 所…当日１階ロビーに案内掲示 

  ※日程は変更になることがあります。校内の掲示物を確認してください。 
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日 時…毎週月曜日（10/24～12/24）12：00～12：50 

場 所…3Ｆ ＰＣルーム 

   

 



 

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

【レポート等の再発行について】 

■レポート等、配付済みの書類を紛失した場合は再発行が可能です。「レポート等諸用紙発行願」に 

必要事項を記入のうえ発行手数料を添えて、再発行の手続きをしてください。 

種 類 手数料 申込用紙 発行日 

通学割引証申請カード・ケース 100円  

レポート等 

諸用紙発行願 

受付から

３日後 レポート（再発行）１枚 50円 

レポートバーコード １シート 100円  

即日 時間割（個人用） 100円 

レポート提出用封筒 １枚 10円 

 

【通学割引証の発行について】 

■本校への通学の際には、交通機関の通学用割引回数券が利用できます。回数券の残数が少なく 

なったら、「通学割引証申請カード(ｹｰｽ入り)」を事務室窓口のカード回収ボックスへ提出して 

「通学割引証」の発行申請をしてください。「通学割引証申請カード(ｹｰｽ入り)」は毎回申請時に 

提出が必要ですので大切に保管してください。 

■「通学割引証」の有効期限は一ヶ月です。期限内に駅の発売所で回数券を購入してください。 

その際必ず「通学割引証」をケースから出し、生徒証明書を提示してください。 

詳細は、『2016年度版 学務の手引き』（P.33～34）をよく確認してください。 

（注意事項）※通学用割引回数券は通学以外の目的による使用や本人以外の使用は認められていません。 

※割引証の申請は年間 40回までです。 

※割引証の有効期限が切れてしまった場合は事務室で期日を訂正します（訂正は１回限り）。 

お申し出ください。 

 

【通学定期券について】 

 ■講座登録や｢学習アシストルーム」などの申し込みにより、週 5日以上通学することになった生徒に 

限り、ＪＲおよび大阪市交通局（地下鉄・バス）の通学定期券の購入が認められています。 

（私鉄の各交通機関については通学定期券の利用はできません。）該当する方で、通学定期券購入を 

希望する場合は、所定の申込用紙がありますので事務室へ提出してください。時間割等を確認した上で、

定期券購入のための通学証明書を発行します。（スクーリング期間中） 

 

【住所等変更手続きについて】 

■現在学校に届けている住所や電話番号などが変更になった場合は、速やかに「各種変更届」に 

記入・押印のうえ事務室へ提出してください。 併せて生徒証を作り変えますので写真をご用意 

ください。また、郵便物が転送されるように郵便局に転居届を出してください。 

■通学経路が変わる場合は、「通学割引証申請カード」を変更しますのであわせて提出してください。 

(即日発行はできません。) 

■届出用紙は事務室にある他、『学務の手引き 2016年度版』の巻末にもあります。コピーして使用 

してください。 

事務室からのお知らせ 
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【各種奨学金、給付金について】 

現在募集中の各奨学金について下記の表に記載しています。申込希望の場合は事務室へお申し出 

ください。それぞれ締切日が異なりますのでご注意ください。 

（注意事項） 

※申し込みの条件がありますので募集要項や申請書をご確認のうえ申し込んでください。 

※所得の制限や成績を問うものについては特によく確認してお申し込みください。予算枠や申請 

条件がある奨学金等については、申請しても採用にならない場合もあります。ご了承ください。 

 

 名 称・内 容・金 額 申込書学校提出締切日 

 

貸 

 

与 

日本学生支援機構 

・平成 29年度大学等入学者 奨学生予約採用 

（対象）来年大学･短大･専門学校等に進学した場合の予約奨学金 

（貸与月額）下記表参照 

区分 

第一種奨学金(無利子貸与) 
第二種奨学金 

(有利子貸与) 
大学 短大・専修学校 

自宅 自宅外 自宅 自宅外 

国公立 45,000円 51,000円 45,000円 51,000円 
30,000円・50,000円・ 

80,000円・100,000円・

120,000円から選択 
私 立 54,000円 64,000円 53,000円 60,000円 

上記貸与月額又は貸与月額30,000円のどちらかを選択 

 

入学時特別増額貸与奨学金（初回基本月額に有利子奨学金を増額して貸与する 

制度）も同時に申し込みが可能です。金額は10万円・

20万円・30万円・40万円・50万円から選択。 

 

第２回申込期限 

（第二種のみ） 

１１月１１日（金） 
〔候補者内定 

2月下旬予定〕 

 

 

【2016年度後期学費の納入について】 

■2016年度後期学費納入案内については、10月 24日（月）に学校から郵送でご案内の予定です。 

納入期限日は、11月 15日（火）です。 

学費の納入期限の延期（延納）、または、分割納入を希望する場合の手続き書類の提出期限日も 

同様に 11月 15日です。手続きの詳細については納入案内に記載していますのでご確認ください。 

 

【進学・就職に必要な証明書発行手続きについて】 

■証明書は、必ず事前にＨＲ担任と相談したのち、「証明書発行願（進学用・就職用）」に記入して、 

原則として下記の①(窓口申込)により申し込んでください。 

特別な事情がある場合には下記②(郵送申込)も受け付けますが、電話・ＦＡＸやメールでは申込み 

できません。 

■証明書発行までに 1週間を要します。下記の表を確認のうえ日数の余裕をもって手続きしてくだ 

さい。 
 

①窓口申込：受験予定校の願書・募集要項を持参してＨＲ担任と相談、「証明書発行願（進学用・就職用）」 

を記入のうえ担任確認印をもらってから事務室窓口へ手数料を添えて申し込んでください。(生徒証明書 

の提示が必要) 

②郵送申込：『学務の手引き 2016 年度版』巻末の「証明書発行願（進学用・就職用）」をコピーして 

記入押印し、手数料と返信郵送料の合計料金分の郵便切手を同封して郵送してください。 

（郵便が事務室に届いた日が受付日となります。発行に日時を要しますので、余裕をもって 
申し込んでください。） 
 
 

募集終了 

14 



 

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

種  類 申込用紙 
通常 英文発行 

手数料 発行日 手数料 発行日 

成績・単位修得(見込) 

証明書 証明書発行願 

 

300 円 受付から

1 週間後 

300 円 受付から

1 週間後 調査書 

推薦書 500 円 1,000 円 

 

証明書の枚数 郵送料(普通) 速達料金 

1～2通まで 82円 

 ＋280円 3～5通まで 92円 

6～10通まで   140円 

 

 

【平成 28 年度大阪府私立高等学校等授業料減免制度について】 
本校に在籍する生徒の学資負担者（大阪府内在住の方に限ります。）が、勤務先の会社等の経営状況の 

悪化に伴う家計急変により授業料の納付が困難になった場合、授業料の減免を受けることができます。 

該当する場合は、１１月３０日（水）までに事務室まで申し出てください。申請の手続きについては、 

その際に直接ご説明いたします。（電話での申請はできません）。 

 

■補助対象期間の授業料の全額が免除される場合 

 平成 28年１月以降（平成 28年度入学生で、平成 27年度に私立学校に在籍していなかった方の 

場合は平成 27年 4月以降）に、経営状況の悪化に伴う会社等の倒産・解雇等または自営業の廃止 

（自主廃業を除く）により失職し、平成 28年 4月以降も引き続き失職している場合である。 

  

  ■平成 28年度の授業料の２分の１が免除される場合 

   次の条件を満たす場合である。 

    ＊平成 28年の総所得金額が前年の２分の１以下に減少していること 

    ＊平成 27年の課税総所得金額が 98万円に次の金額を加えた額を超えている場合であって、 

平成 28年の課税総所得金額（見込）が 98万円に次の金額を加えた額以下となっていること 

      

  0歳以上 16歳未満の扶養親族が 1人あたり 330千円 

16歳以上 19歳未満の扶養親族 1人あたり 120千円 

      

 

  ■減免申請の注意点  

＊この減免制度は勤務先の会社等の経営状況が悪化に伴う家計急変により授業料の納付が 

困難となっ場合のみを対象としているため、病気、けが等に伴って家計が急変した場合は、 

対象となりません。 

＊過去、この制度により授業料の減免を受けたことがある方も、対象となりません。 

＊大阪府私立高等学校等授業料支援補助金と併せて受けることはできません。この減免制度と 

比較し、いずれか助成金額の多い制度のみ申請してください。 

 

 

 

 

手 数 料 

発 行 日 

返信郵送料 

料金表 
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わたし

たち人間
にんげん

は物
もの

と 

同
おな

じようになってしまったのでしょう。物
もの

であれば、確
たし

かに役
やく

に立
た

たないものは 

処分
しょぶん

されます。でも人間
にんげん

を、人間
にんげん

をですよ、役
やく

に立
た

たないと一方的
いっぽうてき

に決
き

めつけて 

殺
ころ

すなどというのは、あまりにも悲
かな

しすぎます。目
め

を持っているのにあえて見
み

ようと 

せず、耳
みみ

があるのに自分
じぶん

の関心事
かんしんごと

以外
いがい

には耳
みみ

を塞
ふさ

いでしまう 私
わたし

たちのありようの 

結末
けつまつ

を、 私
わたし

たちは今
いま

、一人一人
ひとりひとり

が立
た

ち止
ど

まって 考
かんが

えなくてはなりません。 

他者
たしゃ

が与
あた

えてくれる言葉
ことば

は役
やく

に立
た

ちません。あなたが被害者
ひがいしゃ

にならないために、 

何
なに

よりあなた自身
じしん

が加害者
かがいしゃ

とならないためにも、今
いま

こそ自分
じぶん

に対
たい

して問
と

うて、問
と

うて、 

問
と

い続
つづ

けなければならないのです。 私
わたし

たちが 考
かんが

え、想像
そうぞう

するのを止
や

めた時
とき

、 

人間
にんげん

は野獣
やじゅう

よりもっと恐
おそ

ろしい存在
そんざい

になり下
さ

がるということをこの事件
じけん

は 

如
にょ

実
じつ

に証 明
しょうめい

しているのですから。 

  

 

（日本
に ほ ん

パブテスト連盟
れんめい

  シオンの丘
おか

教会
きょうかい

 坂田
さ か た

 浩
ひろし

 牧師
ぼ く し

より） 

南
みなみ

ＹＭＣＡ「キリスト 教
きょう

委員会
いいんかい

」2016-10 

 

 

 

今
こ ん

 月
げ つ

 の 聖
せ い

 句
く

 

 

  


